
令和７年第４回燕市議会定例会 

 一般質問日程表  

 

質  問  日  質  問  者  
質問方式  

一括質問 一問一答 

１２月１２日（金） 午後  １  タナカ・キン 議員   ○  

２  長井由喜雄  議員   ○  

３  高橋  妙子  議員   ○  

１５日 (月) 午前  ４  近藤  隆行  議員   ○  

５  大島  靖浩  議員   ○  

午後  ６  藤井  秀人  議員   ○  

７  小林  由明  議員   ○  

８  田澤  信行  議員   ○  

１６日 (火) 午前  ９  齋藤  和也  議員   ○  

10 山﨑  光男  議員   ○  

午後  11 渡邉  広宣  議員   ○  

12 稲村  隆行  議員   ○  

13 土田   昇  議員   ○  

１７日（水） 午前  14 齋藤  信行  議員  ○   

15 中山  眞二  議員   ○  

午後  16 小林  秋光  議員   ○  

17 宮路  敏裕  議員   ○  

18 岡山  秀義  議員   ○  
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令和７年第４回燕市議会定例会「一般質問表」 

発言 

の 

順序 

発 言 

す る 

議 員 

質問項目 

(大項目) 

質問要旨 

(中項目) 

具 体 的 な 内 容 

( 小 項 目 ) 

１ タナカ・ 

 キン 

(一問一

答方式) 

１．選管の仕

事につい

て 

(1)選挙違反

について 

①市長選挙で選管に通報された佐野陣営の違反の事案

と件数を伺う。 

②選管はそれらの事案に速やかに対応できたのか伺う。 

③立候補者に対する事前説明会で、選挙違反について例

を挙げて説明していたのか伺う。 

④選挙違反をなくすために、何をどう改善すべきか考え

ているか伺う。 

 

(2)虚偽事項

の公表に

ついて 

①学歴詐称など虚偽記載が発覚して、後で大問題とな

り、当選後に辞職問題にまで発展することもある。 

候補者のリーフレットの内容について事実確認を行

っていたか伺う。 

 

  ２．市長の政

治姿勢に

について 

(1)市長の政

治姿勢に

ついて 

①副市長を２人体制にと言われていましたが、その理由

について伺う。 

②市長は「みんなでつくる燕市」をスローガンに掲げて

いました。この「みんなで・・・」という表現は政治

の世界ではあまり聞いたことがありません。今後の市

政運営において、足かせになるように思います。市長

の考えを伺う。 

③今回の市長選挙は、市民の間では最後まで盛り上がっ

ていないと言われていました。投票率が52.0％と、合

併直後の平成18年の市長選挙の70.81％と比べると、

ずいぶん低い結果でした。しかし、一騎打ちというこ

ともあり、市民の知らない所では激しい攻防も見られ

ました。選挙違反などはその例です。来年は市議選が

行われますが、違反のない公明正大な選挙が行われる

ことを願ってやみません。市の最高責任者としての市

長は、選挙違反についてはどの様にお考えなのか伺

う。 

④リーフレットの中に「市議会議員としての活動」とし

て、「暑さ対策のために全小中学校の体育館にエアコ

ンを導入」とあります。佐野市長がどう関わったのか

伺う。 

 

３．柏崎刈羽

原発の再

稼働問題

について 

(1)柏崎刈羽

原発の再

稼働問題

について 

 

①再稼働の是非について、市長の見解を伺う。 

②原発の安全性についての見識を伺う。 
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発言 

の 

順序 

発 言 

す る 

議 員 

質問項目 

(大項目) 

質問要旨 

(中項目) 

具 体 的 な 内 容 

( 小 項 目 ) 

２ 長井 

由喜雄 

(一問一

答方式) 

１．柏崎刈羽

原子力発

電所再稼

働問題に

対する市

長の政治

的姿勢に

ついて 

(1)佐野市長

の再稼働

に対する

考えと姿

勢につい

て 

①鈴木前市長は再稼働問題に関して、「現状のままでは

再稼働には賛同できない」とし、理由として①東京電

力の原発事業者としての適格性に対し県民の不信感

が強い。②避難計画の実効性がまだまだ不十分。③重

大事故時の国の責任が曖昧。の３点を挙げた。佐野市

長の姿勢はどうか伺う。 

②11月９日に「新潟県原子力防災訓練」が燕市交通公園

で行われ、避難退域時検査、簡易除染訓練、安定ヨウ

素剤緊急配布訓練が実施された。市長も知事と共に視

察をされたが、実際の訓練をどう評価されたか伺う。 

③新潟県「柏崎刈羽原子力発電所の再稼働問題に関する

県民の意識調査」結果が公表された。６、７号機の再

稼働に関する燕市民の回答は、条件は整っていないと

した人が64％（547人の回答中）を占めた。さらに「再

稼働すべきではない」とした人は51％で、再稼働すべ

きとした人の47％を超えた回答だった。市長は、市民

のこの気持ちに対してどう思い、どう行動すべきと考

えるか伺う。 

 

(2)花角知事

の「再稼

働了解」

について 

①11月21日、花角知事は「再稼働について了解する」と

表明した。就任時から一貫して「県民に信を問う」と

してきたにも関わらず「県民にウソをついた」との声

は多い。知事は国の対応を確認した上でと７点を示し

たが、市長は現実的に見てこれをどう評価しているか

伺う。 

②知事は「安全対策・防災対策の周知を継続することで

再稼働の理解が広がる」としたが、燕市民は安全対策

の認知度が高い人でも60.8％、防災対策の認知度が高

い人でも61.5％は再稼働条件は整っていないと回答

している。市長はこれについてどう考えるか伺う。 

③知事は「原子力発電所の安全性」、「東京電力の信頼性」

についても高評価を示したが、ＵＰＺ内に位置する燕

市および燕市民の暮らしを考えたときに、市長はこれ

をどう考えるか伺う。 

 

２．環境政策

に対する

市長の政

治的姿勢

について 

(1)第３次燕

市環境基

本計画に

よる種々

の計画促

進につい

て市長の

考えを伺

う 

 

 

 

 

 

 

①令和６年３月に定めた第３次燕市環境基本計画は、令

和６年から13年までの８年間にわたる種々の目標を

定めたものだが、今や環境問題は私たちの暮らしにと

ても大きな影響を与え、生活をいとも簡単に変えてし

まう可能性も持つ。計画は目標値が具体的でありなが

らも、これを実践していくには相当の覚悟が必要であ

ると思う。計画全般における市長の認識と、任期の１

期目においてどのような実践的目標を示されるか伺

う。 

 

 

 

 

 

(次ページへ続く) 
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発言 

の 

順序 

発 言 

す る 

議 員 

質問項目 

(大項目) 

質問要旨 

(中項目) 

具 体 的 な 内 容 

( 小 項 目 ) 

２ 長井 

由喜雄 

(一問一

答方式) 

２．環境政策

に対する

市長の政

治的姿勢

について 

(2)計画でも

大きく取

り上げら

れている

太陽光の

活用につ

いて 

①再生可能エネルギー導入戦略策定業務報告では、2050

年を最終目標として再エネ導入目標を示している。再

エネ導入目標に示す再エネ導入方針について、第１期

目の区切りと思われる 2030 年まで具体的にどのよう

な事業展開を考えているか伺う。 

②大規模太陽光発電の導入については公園の利用を考

えてはどうか。近年の温暖化によって強い日差しを受

ける公園は敬遠されている。遊休公園となっていると

ころの複合的な活用を進めてもいいのではないか。 

③燕市役所庁舎でのペロブスカイトによるソーラーエ

ネルギーの利用促進を求めるがどうか。 

 

   (3)ＣＯ２削

減と太陽

光の利用

促進に向

けた補助

制度につ

いて 

①太陽光の利用では、計画でも５ｋｗの太陽光パネル設

置を例に、４年後の2030年に20,192戸に相当する太陽

光の追加導入を示している。「家庭での取り組みが重

要」とうたっているが、燕市における施策拡大のため

の補助制度が必要ではないか。 

②ＣＯ２の削減で、市民の身近な生活で自家用車のＥＶ

への転換の促進を市としても取り組む必要があるの

ではないかと考える。普及にあたっては、市独自の購

入補助や自宅における充電設備設置補助なども検討

が必要ではないか。 

③市内におけるＥＶ充電器の現状はどうか。また市とし

てＥＶ充電環境を整備推進し、ＥＶ車転換推進市を目

指してはどうか。市長の考えを伺う。 

 

３．子供のイ

ンフルエ

ンザワク

チン補助

の拡大に

ついて 

(1)経鼻イン

フルエン

ザワクチ

ン（フル

ミスト）

を対象に

加えるこ

とについ

て 

①インフルエンザワクチンについては、注射に加えてフ

ルミストも加わった。接種単価も高いが、免疫の持続

期間も長く、１回の接種で１年の効果持続と言われて

いる。県内では23自治体がワクチン接種に補助を行

い、補助要件でも引けを取ってはいないが、一方でフ

ルミストを対象に挙げて補助をしているのは１自治

体にとどまっている。燕市としても対象に加え、補助

額も半額程度を目安に検討することを求める。考えは

いかがか伺う。 
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発言 

の 

順序 

発 言 

す る 

議 員 

質問項目 

(大項目) 

質問要旨 

(中項目) 

具 体 的 な 内 容 

( 小 項 目 ) 

３ 高橋 

妙子 

(一問一

答方式) 

１．予防医療

と今後の

医療提供

体制につ

いて 

(1)予防医療

について 

高齢化社会と医療費の増大が深刻化する中で、健康寿

命の延伸や重症化予防が市民の健康を守ることに繋

がり、結果として、医療費の削減にも直結すると考え

ます。健康維持、増進のために必要不可欠な予防医療

の観点から質問をさせていただきます。 

①特定健診未受診者に対してどのような対策をとられ

ているか伺います。 

②選択の余地を残しながらより良い方向に人々を導く

手法であるナッジ理論は、行動経済学の理論の総称で

あり、国においても健康づくりの施策でナッジ理論を

活用しています。予防医療において、患者さんの行動

変容を促し、支援していく手法に関してもナッジ理論

は有効であると考える。市民の健康意識に合わせたナ

ッジ理論を活用し、健康診断やがん検診の受診率改善

及び効果的な通知勧奨の実施に関して市の認識を伺

います。 

③県立吉田病院との連携により６月から開始された「胃

がん内視鏡検診」の進捗状況を伺います。 

 

   (2)今後の医

療提供体

制につい

て 

 

①新たな地域医療構想を踏まえた上で、燕市の医療提供

体制全体における課題解決のため、今後どのように取

り組まれ、市民の健康を守っていかれるのか市長に伺

います。 

  ２．下水道事

業につい

て 

(1)下水汚泥

資源につ

いて 

汚泥肥料は、肥料成分のばらつきの大きさから、肥料

成分を保証することができず、また、他の肥料と混合

して生産や販売が出来なかったりするなどの課題が

ありました。こうした課題解決のため、国が新たに創

設した公定規格である「菌体りん酸肥料」ですが、新

潟県においても肥料利用拡大のため、新潟浄化センタ

ーの乾燥汚泥を公定規格である「菌体りん酸肥料」に

登録し、下水汚泥の肥料としての有効利用に取り組ん

でいることを踏まえ、質問させていただきます。 

①下水道事業における汚泥利用に関して市の見解を伺

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)下水道ス

トックマ

ネジメン

ト事業に

ついて 

 

①長期的な視点で下水道施設全体の今後の老朽化の進

展状況を考慮し、リスク評価等による優先順位付けを

行ったうえで、施設の点検・調査、修繕・改築を実施

し、施設全体を対象とした施設管理を最適化すること

を目的としている下水道ストックマネジメント計画

ですが、燕市ではどのような理念を持ち、計画に基づ

いて下水道事業をされていくのか伺います。 

②令和６年度予算繰越しの管路施設改築更新事業であ

る本町排水区（合流）管渠更生工事の進捗状況を伺い

ます。 

③下水終末処理場の施設の耐震化の実施状況を伺いま

す。 

 

(次ページへ続く) 
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発言 

の 

順序 

発 言 

す る 

議 員 

質問項目 

(大項目) 

質問要旨 

(中項目) 

具 体 的 な 内 容 

( 小 項 目 ) 

３ 高橋 

妙子 

(一問一

答方式) 

２．下水道事

業につい

て 

(3)内水浸水

対策につ

いて 

①内水浸水対策事業における内水浸水想定区域図の作

成状況を伺います。 

   (4)ウォータ

ーＰＰＰ

について 

水道や下水道、工業用水道など水分野の公共施設を対

象とした官民連携方式であるウォーターＰＰＰです

が、燕市下水道事業経営改善戦略の具体的施策におい

ても導入を検討するとされています。以上を踏まえて

質問させていただきます。 

①コンセッション方式(レベル４)と、管理・更新一体マ

ネジメント方式(レベル３．５)があるが、それぞれど

のようなものか伺います。 

    ②令和９年度以降の汚水管改築の交付金については、一

部の管路の耐震化を除き、汚水管を改築更新するにあ

たり、ウォーターＰＰＰ導入を決定済みであることが

要件となっている。ウォーターＰＰＰの導入にあた

り、長期契約における物価高騰への対応等、課題もあ

ることを踏まえ、ウォーターＰＰＰの導入をどのよう

に捉えているか伺います。 

 

４ 近藤 

隆行 

(一問一

答方式) 

１．市長の掲

げる「稼

ぐ燕市」

について 

(1)産業の現

状につい

て 

①市長は先の選挙において、「稼ぐ燕市」を掲げた。 

確かに、安定した自治体運営のためには、堅調な経済

活動による安定した財政が必要である。とりわけ民間

企業などによる産業の活力によって雇用が創出され、

消費活動が活発化し、税収増や人口増などにつなが

る。燕市の産業は製造業の割合が高く、ものづくりの

まちであるが、その現状について伺う。 

 

(2)ものづく

り企業の

企業誘致

について 

①市は今年度、企業立地活性化事業において、日本立地

センターと連携した産業用地のニーズの把握と、産業

用地としての開発適地の基礎調査を実施するとのこ

とだが、その進捗状況を伺う。 

②市内産業の活性化において、県内外からものづくり企

業を誘致することは重要である。その上で、誘致する

場合、市内のものづくり企業と、より大きな相乗効果

が見込まれる企業を、市としてどのように考えている

のか伺う。 

③燕市は国内でも有数の高度な加工技術、特には金属加

工技術を持つ製造業の集積地である。そのような、他

の地域にない強みを活かした企業誘致が必要と考え

る。例えば他の自治体では、企業のテストベッド（実

証実験施設）の誘致に特化した支援を行い、研究拠点

やサテライトオフィスを誘致し、実績を挙げている。

市でも、製造業の集積地である強みを活かし、今後の

製造業に必要なロボットやＡＩなどの成長分野での

テストベッドの誘致は可能性があり、市内のものづく

り企業との相乗効果も見込まれると考えるが、市の見

解を伺う。 

 

(次ページへ続く) 
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発言 

の 

順序 

発 言 

す る 

議 員 

質問項目 

(大項目) 

質問要旨 

(中項目) 

具 体 的 な 内 容 

( 小 項 目 ) 

４ 近藤 

隆行 

(一問一

答方式) 

１．市長の掲

げる「稼

ぐ燕市」

について 

(3)海外販路

の新たな

拡大につ

いて 

①今後の国内市場は、少子高齢化の加速によって、縮小

傾向にあることは様々なデータで証明されている。海

外市場においては、大きく拡大傾向にある。また、円

安の流れは今後も続くと予想され、海外輸出を後押し

する形となっている。そのような情勢を踏まえると、

市の産業振興のためにも、海外販路の拡大が必要であ

る。そこで、市内産業の海外販路の現状を伺う。 

②海外販路の新たな拡大のため、戦略的に考えている国

や地域があるのか伺う。 

③他の自治体では、民間企業の海外販路の新たな開拓を

きめ細かく対応、支援するため、海外輸出などに特化

した相談窓口を設置している。市でもこのような取り

組みは有効かと思うが、見解を伺う。 

 

(4)基金の安

全かつ効

率的な運

用につい

て 

①昨年、日銀がマイナス金利政策を解除し、金利のある

世界へと戻った。また、今後の日銀の金利政策は利上

げ傾向にある。そのような状況のなかで、国において

も、新たな財源の確保による財政の安定化や、将来世

代への資産形成のため、政府系ファンドの設立による

保有資産の運用が検討されている。市は令和６年度12

月定例会における一般質問の答弁で、「基金の運用を

検討する」とあった。まさに「稼ぐ燕市」における１

つの手段であると考えられるが、その後の進捗状況を

伺う。 

②基金の安全かつ効率的な運用のためには、専門的知見

が必要と考えるが、市の見解を伺う。 

③第３次燕市総合計画では、ＳＤＧｓが目指す持続可能

で多様性と包摂性のある社会の実現に向け、各施策に

ＳＤＧｓの要素を取り入れている。安全性や効率性の

高い基金の運用方法に、グリーンボンド、ソーシャル

ボンド、サスティナビリティボンドといったＳＤＧｓ

債があり、他の自治体においても比較的に高い運用実

績が挙がっている。市の理念とも合致するＳＤＧｓ債

の運用も有効と考えるが、市の見解を伺う。 
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発言 

の 

順序 

発 言 

す る 

議 員 

質問項目 

(大項目) 

質問要旨 

(中項目) 

具 体 的 な 内 容 

( 小 項 目 ) 

５ 大島 

靖浩 

(一問一

答方式) 

１．燕市にお

ける医療

的ケア児

への支援

状況と課

題につい

て 

(1)医療的ケ

ア児の現

状と課題

について 

①本市の医療的ケア児の人数について伺う。 

②本市において、医療的ケア児への支援体制はどのよう

に整備され、どのような姿勢で取り組んでいるのか伺

う。 

 

(2)医療的ケ

ア児の通

学や通園

における

移動支援

について 

 

①医療的ケア児に特化した移動支援制度（例：通学送迎

支援事業）の創設を検討しているか伺う。 

②近隣自治体との広域連携による移動支援車両の共同

運用など、実効性ある施策を導入する意思はあるか伺

う。 

③医療的ケア児専用の移動支援車両の導入や、福祉タク

シーとの連携強化の可能性について伺う。 

④タクシー補助券の金額や回数の見直しの検討状況に

ついて伺う。 

 

   (3)医療的ケ

ア児に対

する紙お

むつ支援

の現状と

課題認識

について 

 

①支給額の増額への考えを伺う。 

 

   (4)医療的ケ

ア児のシ

ョートス

テイ支援

の現状と

課題認識

について 

 

①緊急時や多重介護家庭への対応体制の整備状況につ

いて伺う。 

②地域資源（デイサービスを含む短期入所施設等）の拡

充や連携の具体的な取り組みについて伺う。 

   (5)医療的ケ

ア 児 の

「地域共

生社会」

への参画

を支える

仕組みづ

くりにつ

いて 

①県や近隣市町との連携を視野に入れた支援体制整備

の現状について伺う。 

②保育・教育現場での受け入れ実績や課題について伺

う。 
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発言 

の 

順序 

発 言 

す る 

議 員 

質問項目 

(大項目) 

質問要旨 

(中項目) 

具 体 的 な 内 容 

( 小 項 目 ) 

６ 藤井 

秀人 

(一問一

答方式) 

１．今後の農

政につい

て 

(1)今後の農

政につい

て 

①いろいろな状況の変化があり、課題のある中、今後の

方向性について考えを伺う。 

②作業効率向上の為には、圃場整備の推進が必要である

が、今現在の進行状況を伺う。 

③後継者定着を図る為には、若者の参入も図っていかな

ければいけないと考えるが、何か対応は考えられてい

るのか伺う。 

④近年、動物による農地の被害を聞くが、被害状況の把

握と対策は行われているのか伺う。 

 

  ２．減災対応

について 

(1)減災対応

について 

①最近の燕市総合防災訓練はどのような形で行われて

いるのか伺う。 

②災害時の対応としての担い手確保は重要だと考える

が、担い手の育成はどのように進めていくのか伺う。 

③大規模災害の発生する可能性が一番高いのはどのエ

リアになるのか伺う。 

 

７ 小林 

由明 

(一問一

答方式) 

１．持続可能

都市の実

現 

(1)加速度的

超人口減

少局面に

おける、

市民生活

を立ち行

かせるた

めの都市

経営と地

域経済に

ついて 

①加速度的に進行する人口の低密度化（中心市街地の人

口減と市街地外縁部農地の宅地化）が、将来的な都市

経営及び地域経済に具体的にどのような影響を及ぼ

すと市は認識しているか。また、この現状に対する市

の考え方を伺いたい。 

②立地適正化計画上の「居住・都市機能誘導区域内」及

び「生活拠点（燕駅、吉田駅、分水駅周辺）」における

空き家等未利用不動産の発生状況と、そのうちの管理

不全空き家、特定空き家に指定されている（またはそ

の恐れがある）物件の状況を伺いたい。 

③長岡平野西縁断層帯について、マグニチュード８程度

の地震が30年以内に発生する確率が「３％以下」のＳ

ランクに引き上げられているが、能登半島地震でも被

害が生じた燕市にあって、住宅等の耐震化・活用・解

体については、都市の安全性利便性快適性を向上し住

民の生命財産を守るために引き続きの強い促進策を

講じていくべきと考えているが、市の考えを伺いた

い。 

④移住定住促進、創業促進について、今後の取り組みを

どう考えているか伺いたい。 

⑤都市の骨格であり、県内では類をみない優れた都市機

能である弥彦線、越後線の価値について、市はどのよ

うに評価され、それをまちづくりにどのように活かし

て行こうと考えているか。 

⑥空き家対策を加速するため、生活拠点である駅周辺

（燕駅、吉田駅、分水駅）について、空き家等対策の

推進に関する特別措置法に基づく「空き家等活用促進

区域」に指定し、これまで以上に重点的な取り組みを

実施すべきと考えるが、市の見解を伺いたい。 

 

 

 

(次ページへ続く) 
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発言 

の 

順序 

発 言 

す る 

議 員 

質問項目 

(大項目) 

質問要旨 

(中項目) 

具 体 的 な 内 容 

( 小 項 目 ) 

７ 小林 

由明 

(一問一

答方式) 

１．持続可能

都市の実

現 

(1)加速度的

超人口減

少局面に

おける、

市民生活

を立ち行

かせるた

めの都市

経営と地

域経済に

ついて 

 

⑦人口減少が確実なこれからの都市においては、将来的

に過剰となりかねない上下水道等の生活インフラ整

備の拡大を抑制的に捉える視点が不可欠である。その

上で、すでにインフラが整備されている市街地部にお

ける人口密度の維持・向上を図り、以て都市経営の経

済性を高めることが、将来にわたり燕市民の生活を立

ち行かせるために必要である。ついては、人口密度を

向上させるための方策について伺いたい。 

 

(2)人口増戦

略につい

て 

①人口増の取り組みの重要性と、今後の取り組みの考え

方について伺いたい。 

②全国の人口10万人未満の自治体において、人口増を実

現している大多数が、子育て環境と住環境の整備・充

実を最重点課題としているということが政府の白書

等でも確認できる。燕市としても、これらデータを踏

まえ、子育て環境・住環境整備の充実を人口増戦略の

柱としてこれからも明確に位置づけるべきであり、こ

れまでの取り組みを継続しつつブラッシュアップし、

その効果を最大限に高めていく必要があると考える

が、市の見解を伺いたい。 

 

(3)質の高い

幼 児 教

育・保育

の実現に

ついて 

①鈴木前市政下で注力されてきた、就学前施設における

絵本や質の高い玩具の充実、職員研修、資格取得支援

といった「質の高い幼児教育・保育」の取り組みにつ

いて、新市長はこれをどのように評価し、今後どのよ

うに向き合っていかれるのか、考えを伺いたい。 

②子育て支援センターの意義や価値、園との役割、機能

の違いについて、市や現場の先生方はどのように考え

ているのか伺いたい。 

③施設改修とともに、玩具等の充実が図られた児童研修

館「こどもの森」は、それまでの様々な取り組みも相

まって、市外からも幼児教育や保育に関わる方々の視

察目的での訪問や市外の親子の利用も増えていると

聞いている。ハレラテつばめが稼働し始めた今後の

「こどもの森」のあり方や目指すべき機能、役割につ

いて、具体的なビジョンを伺いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(次ページへ続く) 
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発言 

の 

順序 

発 言 

す る 

議 員 

質問項目 

(大項目) 

質問要旨 

(中項目) 

具 体 的 な 内 容 

( 小 項 目 ) 

７ 小林 

由明 

(一問一

答方式) 

１．持続可能

都市の実

現 

(4)ＳＮＳ、

動画配信

等、市内

事業者の

積極的活

用の促進

について 

①ＳＮＳや動画配信などによる、継続的かつ積極的な情

報発信が重要であることは広く理解されているもの

の、比較的大きな市内事業者による活用は進んでいる

一方で、人手に余裕のない零細小規模事業所において

は、その積極的な活用が進んでいるとはいえないのが

実状である。零細小規模事業者が多くを占める燕市に

あって、こうした事業所のＳＮＳ活用等を促すための

取り組みは、燕市産業の生き残り戦略として極めて重

要な位置を占めるのではないか。 

②新型コロナ禍の影響下で、営業活動の自粛を余儀なく

されたことに伴い、オンライン上での情報発信や販路

拡大を目的とした「ＤＸ情報発信支援補助金」が実施

されたが、今年度は実施されていない。 

市内事業者の経費補助という短期的な観点にとどま

らず、継続的で積極的な情報発信が事業に不可欠であ

ることの理解を促進するため、事業者の情報発信力を

高め、市内産業のさらなる発展を目指した数年にわた

る計画的な事業として、補助制度を含めた総合的な取

り組みを講じるべきではないか。 

 

８ 田澤 

信行 

(一問一

答方式) 

１．佐野新市

長体制で

の取り組

みについ

て 

(1)現状の課

題に対す

る重点施

策につい

て 

①燕市の産業振興、雇用促進（人材不足解消を含む）に

関して重点的に取り組みたい施策を伺います。 

②子育て、教育環境の整備についてはどのように考えて

いるか伺います。 

③公共交通や交通インフラの整備に関する基本的な方

針を伺います。 

 

(2)人口減少

に対する

認識と取

り組みに

ついて 

 

①人口減少の現状と今後の予測をどのように認識して

いるのか伺います。 

②人口減少課題に対して、燕市は他の多くの自治体同様

に社会動態の改善に取り組もうとするのか、各種イン

フラの統廃合を進めコンパクトシティ化を推進しよ

うとするのか伺います。 

 

  ２．イノベー

ション創

出事業に

ついて 

(1)イノベー

ション創

出事業に

ついて 

①現在、イノベーション創出を目的とした事業はどのよ

うなものがあるか伺います。また、それぞれの事業の

成果についても伺います。 

②イノベーション創出事業として民間企業との連携を

検討しているのか、また検討したことがあるのか伺い

ます。 

③福岡県大牟田市では産学官金による支援ネットワー

ク体制を構築し、「大牟田市イノベーション推進協議

会」を設立し大手の企業誘致やｅスポーツにおける音

響環境に関する研究開発やデジタル人財の確保など

に結び付けています。燕市としてもイノベーションを

キーワードにした拠点整備を図り、新たな付加価値の

創出、そして魅力ある街づくりへの方向性を検討して

はいかがか伺います。 
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発言 

の 

順序 

発 言 

す る 

議 員 

質問項目 

(大項目) 

質問要旨 

(中項目) 

具 体 的 な 内 容 

( 小 項 目 ) 

９ 齋藤 

和也 

(一問一

答方式) 

１．新市長の

政治姿勢

について 

(1)教育につ

いて 

当市は鈴木前市長のもと、自ら道を切り拓いていく

「生きる力」を育成していくために、生きた英語を学

ぶ「Ｊａｃｋ＆Ｂｅｔｔｙプロジェクト」やリーダー

としての資質を養う「長善館学習塾」、「燕キャプテン

ミーティング」といった人材育成プログラムを推進、

また「燕ジュニア検定」や「つばめっ子かるた」など

を通してふるさと燕への誇りと愛着を育んできまし

た。さらに、「Ｇｏｏｄ Ｊｏｂ つばめ」等のキャリア

教育や「『読解力』育成プロジェクト」などの知・徳・

体のバランスのとれた、特色ある教育を推進していま

した。以上を踏まえ、以下に内容を伺います。 

①教育に関する現状と課題について、新市長の認識を伺

います。 

②新市長が今後どのような教育が必要なのかについて、

考えを伺います。 

 

(2)小池工業

団地等産

業拠点の

拡充につ

いて 

令和５年に策定した燕市都市計画マスタープランの

地区別構想では、小池工業団地等産業拠点の拡充、大

曲における新たな賑わい交流拠点の形成・全天候型子

ども遊戯施設の整備に伴い、燕市産業史料館等の周辺

施設との連携を考慮した環境整備を検討すると記載

があります。うさぎもちハレラテつばめの完成をはじ

め、環境整備の動きが見える一方で、小池工業団地等

産業拠点の拡充についての動きはわかりにくく、関わ

る人は気になっています。以上を踏まえ、以下に内容

を伺います。 

①小池工業団地等産業拠点の拡充の現状について伺い

ます。 

②今後どのように進めていくのか、対策や方針について

伺います。 

 

10 山﨑 

光男 

(一問一

答方式) 

１．市長の政

治 理 念

「みんな

でつくる

燕市」に

ついて 

 

(1)「稼ぐ」

燕市につ

いて 

①近年、生産性向上や業務効率化、品質改善などを目的

に、ものづくりにＡＩを取り入れる動きが全国に広が

っている。ＡＩを導入した「ものづくりのまち」燕市

の先の未来について市長の考えを伺う。 

②全国では、ＡＩ、ＩｏＴ、ドローンなどの先端技術を

活用した「スマート農業」への移行が進んでいる。農

業の効率化、省力化、高品質生産を可能にするこの次

世代農業を導入した燕市の農業の先の未来について、

市長の考えを伺う。 

 

(2)「育てる」

燕市につ

いて 

①アスリート育成、支援に向けた部活動地域展開の取り

組みや環境整備について、具体的な方策を伺う。 

②「市民がココロオドルようなイベントの開催」とは、

現時点でどのような青写真を描いているのか伺う。 

 

 

 

 

(次ページへ続く) 
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発言 

の 

順序 

発 言 

す る 

議 員 

質問項目 

(大項目) 

質問要旨 

(中項目) 

具 体 的 な 内 容 

( 小 項 目 ) 

10 山﨑 

光男 

(一問一

答方式) 

１．市長の政

治 理 念

「みんな

でつくる

燕市」に

ついて 

 

(3)燕は「ひ

とつ」に

ついて 

①官民連携について、市長が提唱する外部から人材を登

用しての副市長２人体制について、市長の見解を伺

う。 

②地域の世代間連携について、「市民の方々が市に政策

を直接提案できる仕組みづくりを行う」とあるが、今

後の方向性を伺う。 

 (4)今回の市

長選挙と

今後の施

策につい

て 

①今般の選挙において、選挙事務所に自身の等身大の顔

出しパネルを設置していたが、その意図や真意を伺

う。 

②燕応援フェニックスクーポンは、前市長の施策の中で

も特に市民に好評を博した。今後もこの事業を継承す

る考えはあるのか伺う。 

 

２．燕市合併

20周年に

ついて 

 

(1)合併20周

年記念事

業につい

て 

 

①来年の３月20日に燕市は合併20周年を迎えるが、記念

式典では市長の挨拶の他、どんな内容を予定している

か伺う。 

(2)燕市夏ま

つりにつ

いて 

①合併20周年となる来年、市長が標榜する「燕はひとつ」

の気運を更に醸成するため、７月に旧３市町に分かれ

て行われている夏まつりを一体化する考えはあるか

伺う。 

 

３．燕市の顔

となる人

物につい

て 

 

(1)燕市ＰＲ

大使、ス

ポーツ大

使につい

て 

①燕市ＰＲ大使がその役割を果たせなくなったと考え

られる場合、解嘱する可能性はあるのか伺う。 

②燕市スポーツ大使は、「燕市出身の現役トップアスリ

ートの方々の中から任命する」とあるが、現役引退後

の処遇について伺う。 

 

(2)燕市名誉

市民につ

いて 

①燕市名誉市民のＨＰでの紹介をもっと詳しくしたり、

生誕や没後の節目の年にはその功績を顕彰する展示・

展覧会を開催してほしいが、見解を伺う。 

②燕市出身のオリンピアン、宇佐美彰朗氏に、燕市合併

20周年の記念式典で推戴式を挙行し、スポーツ界では

初となる燕市名誉市民の称号を授与してほしいが、見

解を伺う。 

 

(3)燕ジュニ

ア検定本

について 

 

①燕市出身の人物についての問題で、問題文や解説の加

筆や推敲を行っているのか伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(次ページへ続く) 
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発言 

の 

順序 

発 言 

す る 

議 員 

質問項目 

(大項目) 

質問要旨 

(中項目) 

具 体 的 な 内 容 

( 小 項 目 ) 

10 山﨑 

光男 

(一問一

答方式) 

４．近年の防

災の趨勢

について 

 

(1)防災・減

災の意識

啓発につ

いて 

①弥彦村では、令和２年６月号の広報から不定期に防災

の特集ページを設けており、村民への防災・減災の意

識付けを行っている。燕市でも同様の取り組みができ

ないか伺う。 

 

 (2)インクル

ーシブ防

災につい

て 

①高齢者や障がい者などが、災害の規模に応じて速やか

に避難場所を選択出来るよう、津波避難場所、津波避

難ビルを明示し、更に海抜や海からの距離を表示でき

ないか。 

②燕市の外国人居住者に分かりやすく的確に防災情報・

災害情報を伝えるため、市のＨＰや防災ガイドブック

に「やさしい日本語」を活用できないか。 

 

11 渡邉 

広宣 

(一問一

答方式) 

１．市長の政

治姿勢に

ついて 

 

(1)10月19日

執行の市

長選挙に

ついて 

①投票率52.05％、相手候補者との得票差144票の結果を

どう捉えているか伺う。 

②市長選挙における候補者２人の公約は総花的で大き

な差異はなく、鈴木市政を評価し、継続と更なる進展

と飛躍を謳っていたが、１番の主眼を伺う。 

 

   (2)今後の市

政運営に

ついて 

①10月23日、遠藤副市長、小林教育長の辞職願を受理せ

ず、続投を求め承諾されたが、続投させた真意を伺う。

またそれぞれの任期（副市長 2028年６月30日、教育

長 2028年３月31日）と解していいのかも伺う。 

②2026年度、新年度予算編成方針（基本方針）の見解と、

今考えうる最重要課題について伺う。 

③鈴木前市長は就任直後から市組織を政策集団に変え、

大胆に発想しコスト意識とスピード感を、と市政運営

にあたってきた。その評価と今後新市長が望む市政、

組織の在り方を伺う。 

 

   (3)地方小規

模燕市の

人口問題

と産業振

興につい

て 

①人口減少期にある今後の対策と、産業振興地方自治

体・燕市の在るべき将来像について伺う。 
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発言 

の 

順序 

発 言 

す る 

議 員 

質問項目 

(大項目) 

質問要旨 

(中項目) 

具 体 的 な 内 容 

( 小 項 目 ) 

12 稲村 

隆行 

(一問一

答方式) 

１．施政方針

について 

 

(1)市長が掲

げる「み

んなでつ

く る 燕

市」の実

現に向け

た行政運

営体制に

ついて 

 

①市長が掲げる「みんなでつくる燕市」の意味と行政運

営上の位置づけについて伺います。 

 

(2)意思決定

に お け 

る職員・

市民参画

の仕組み

について 

 

①意思決定における職員・市民参画の仕組みについて、

市長は「課題は現場にある。様々な意見を聞きながら

市政運営を進めたい」と述べられていますが、政策形

成段階における市民参加、職員意見の反映、現場ヒア

リング等の具体的な仕組み導入について伺います。 

 

(3)政策の優

先順位に

ついて 

 

①限られた予算の中で優先順位を検討していると述べ

られていましたが、予算配分方針について伺います。 

(4)産業振興

に お け 

る分野連

携につい

て 

 

①工業を基盤としつつ、商業・農業など多分野と連携し、

地域ブランドやふるさと納税の価値向上につなげた

いとの考えを市長は示されているが、これらの連携推

進に向けた検討状況について伺います。 

  ２．外国人住

民につい

て 

 

(1)現状把握

について 

①政府は人手不足を背景に外国人材の受け入れを拡大

する方針ですが、外国人材について人材不足を補う重

要な存在としての側面だけでなく、生活・教育・地域

参加・防災・コミュニティとの関係性など、多面的な

視点から現状をどのように把握しているか伺います。 

 

   (2)市民の不

安や誤解 

への行政

の姿勢に

ついて 

 

①市民の中に「地域のルールが十分に共有されずトラブ

ルになるのではないか」等の懸念を持つ方が一定数い

ます。市民の不安を払拭するために、行政としてどの

ように向き合っていくか方針を伺います。 

 

(3)生活ルー

ル・文化 

理解の支

援体制に

ついて 

①外国人の方が地域のルールを理解し、地域の一員とし

て馴染むことが不可欠であると考えますが、生活ルー

ル、防災、教育等に関する市の支援体制について伺い

ます。 
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発言 

の 

順序 

発 言 

す る 

議 員 

質問項目 

(大項目) 

質問要旨 

(中項目) 

具 体 的 な 内 容 

( 小 項 目 ) 

13 土田 

   昇 

(一問一

答方式) 

１．柏崎刈羽

原発につ

いて 

 

(1)原発につ

いての市

の認識に

ついて 

①前鈴木市長の今年３月議会、６月議会、９月議会の一

般質問で柏崎刈羽原発について質問しているが（長井

議員）、議事録について内容はどのように理解してい

るか伺う。 

②新潟日報の11月８日付の新聞で県は６日、原発から半

径30ｋｍ圏内にある９市町村の意識調査集計結果を

公表しているが、その内容について承知しているか伺

う。 

③県知事が柏崎刈羽原発の再稼働を容認した上で、県議

会で県民の意見を確認すると表明したことに対して、

市長は「重い決断をして敬意」を表すと報道されたが、

「重い決断と敬意」について伺う。 

 

14 齋藤 

信行 

(一括質

問 一 括

答 弁 方

式) 

 

１．都市計画

の中にお

ける農業

振興地域

内農用地

域区域に

ついて 

 

(1)都市計画

の中にお

ける農地

について 

 

①工業団地、企業の誘致など、農地の転用の現状と道路

整備についての課題を伺います。 

②工業団地、企業の誘致のプロ（コンサルタント）など

活用の考えがあるのか伺います。 

③工業団地、企業の誘致などで大河津分水路の残土利用

などあるのか伺います。 

  ２．市長のふ

れあいト

ークにつ

いて 

 

(1)市長のふ

れあいト

ークにつ

いて 

①ふれあいトークは今後実施するのか伺います。 

 

 

３．人材育成

と働き方

改革につ

いて 

(1)人材育成

について 

 

①人材育成の現状と今後について伺います。 

(2)年代のギ

ャップに

ついて 

 

①年代ギャップによるコミュニケーションはどうか伺

います。 

(3)教育にお

ける人材

育成と働

き方改革

について 

①学校における人材育成について伺います。 

②学校における働き方改革について伺います。 
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発言 

の 

順序 

発 言 

す る 

議 員 

質問項目 

(大項目) 

質問要旨 

(中項目) 

具 体 的 な 内 容 

( 小 項 目 ) 

15 中山 

眞二 

(一問一

答方式) 

１．リーフレ

ットにお

ける３つ

の柱につ

いて 

(1)稼ぐ燕市

について 

 

①ものづくりの企業誘致はどのようにやるのか。 

②新規就農とあるが、農地を集約してより大きくの時代

に、土地のない新規は可能なのか、新規就農者とはど

のような人か。 

③トップセールスを謳っているが、以前ブラ燕で活躍し

たようにやるのか。 

④ふるさと納税の目標値はあるのか。 

 

(2)育てる燕

市につい

て 

①不登校児童生徒が全国で35万人を超えたようだが、そ

の原因をどのように把握しているか。 

②不登校児童生徒の対策も大事だが、出さないようにす

るための対策はどのようにしていくのか。 

 

(3)燕はひと

つについ

て 

①みんなでつくる燕市のために、何か市民の組織(会)を

考えているのか。 

②多様な声の中から取捨選択するわけだが、捨てられた

市民の声への対応は。 

③市民がまちづくりに参加するための報酬は十分か。 

 

２．人口減へ

の対応に

ついて 

(1)人口減少

下におけ

る業務量

について 

 

①建物系は、人口減に合わせて縮減していく計画は作ら

れたが、職員の業務はあまり減っておらず、逆に増え

る傾向にあり、職員数も増えてきている。人口減に合

わせて職員数も減らすべきと考えるが、そもそも仕事

量を減らすことはできないのか。 

②ＤＸによっての効率化はなされているのか、業務のス

クラップ＆ビルドはされているのか、やらなくてもよ

い業務の抽出はされているのか。 

 

(2)人口減に

見合った

財政につ

いて 

 

①市長は多くの施策を考えていると思うが、燕市の人

口、面積、財政の中で考えていかねばと思う。市民サ

ービスは充実した方が良いのだが、そのための市民の

負担をどのようにバランスをとるのか伺う。 

②ふるさと納税をあてにしない政策を今までしてきた

と考えるが、佐野市長はどのようにふるさと納税の基

金を使い、運用していく考えか。 
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発言 

の 

順序 

発 言 

す る 

議 員 

質問項目 

(大項目) 

質問要旨 

(中項目) 

具 体 的 な 内 容 

( 小 項 目 ) 

16 小林 

秋光 

(一問一

答方式) 

１．デジタル

技術を活

用した市

民サービ

スの向上

について 

 

(1)ＬＩＮＥ

を活用し

た道路・

損傷通報

システム

の運用状

況と今後

の課題 

 

①このＬＩＮＥ通報機能は、従来の電話や窓口受付と比

較して、通報全体の手段としてどの程度の比重を占め

ているか伺う。 

• 月間通報件数 

• 年間の通報総件数 

(2023年3月10日〜現在) 

 

(2)さらなる

利便性向

上と機能

拡充の可

能性につ

いて 

①本システムの利用促進に向け、デジタル機器の操作に

不慣れな高齢者層への普及啓発をどのように進めて

いくのか伺う。 

②今後、通報対象を「不法投棄」「カーブミラーの角度

調整」「鳥獣目撃情報」等の、市民協働によるまちづく

りに資する他の分野へ拡充していく考えがあるか伺

う。 

 

  ２．合併20周

年記念事

業「つば

めトラン

プ」活用

と販路拡

大につい

て 

 

(1)製作意図

と芸術的

価値の教

育への還

元につい

て 

 

令和８年に合併20周年を迎えるにあたり、燕市への愛

着醸成を目的として、絵本作家の黒井健氏がデザイン

を手掛けた「つばめトランプ」が製作されました。黒

井氏の発信によれば、ＣＧと手書きを融合させ、マー

クの一つひとつまで手書きすることで「温かみ」を表

現したとされています。 

①図柄にはジョーカーの「酒呑童子」や各マークに地域

の伝統行事が描かれていますが、これらを選定した意

図と、ＣＧ＋手書きという技法に込められた「燕市へ

の想い」を、市としてどのように捉えているか伺う。 

②市内小中学校等へ配布されるとのことですが、この

「温かみのある絵柄」は情操教育にも資するもので

す。図工や郷土学習の教材として、作者の技法や想い

を子どもたちに伝えるような活用を考えているのか

伺う。 

 

   (2)販売戦略

と市外へ

の発信強

化につい

て 

①「つばめっ子かるた」に続く第２弾として、市外・県

外にもファンが多い黒井健氏の作品を活用する上で、

従来の枠にとらわれない販売戦略が必要と考えるが、

認識を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(次ページへ続く) 
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発言 

の 

順序 

発 言 

す る 

議 員 

質問項目 

(大項目) 

質問要旨 

(中項目) 

具 体 的 な 内 容 

( 小 項 目 ) 

16 小林 

秋光 

(一問一

答方式) 

３．産業振興

と地域社

会のデジ

タル化に

ついて 

 

(1)「つばめ

食べて応

援キャン

ペーン」

における

利便性の

向上につ

いて 

2020年10月１日に開始された「つばめ食べて応援キャ

ンペーン」は、市産農産物の消費拡大と地場産業の振

興に貢献する重要な事業と感じます。特に、高齢者層

への配慮として「応募シール貼付方式」を残しつつ、

若年層や現役世代向けに「ＬＩＮＥスタンプラリー方

式」を併用するハイブリッドな手法は、市民の参加機

会を広げる点で評価できます。しかしながら、この二

元的な応募方式が、生産者・消費者・事務局の三者そ

れぞれに新たな負担を生じさせているとの指摘もあ

ります。キャンペーンの持続的な発展と、市民全体の

利便性向上を目指し、以下の点について伺います。 

①高齢者への配慮として応募シール方式を維持されて

いることは理解しますが、一方でこの方式は「生産者

にとって出荷前のシール貼付作業が負担となってい

る」という声に繋がっています。また、消費者側にも

「ハガキ投函の手間」が存在します。市は、このハイ

ブリッド方式における「高齢者の参加しやすさ」と「生

産者・市民の作業負担」の費用対効果(トレードオフ)

をどのように検証しているのか伺う。 

②生産者・市民の双方に負担をかけず、かつ高齢者でも

使いやすく簡便なツール（仕組み）を検討しているの

か伺う。 

 

17 宮路 

敏裕 

(一問一

答方式) 

１．学校給食

の無償化

について 

 

(1)学校給食

の無償化

について 

 

①深刻な物価高騰が続いている背景もある中、学校給食

無償化の実施に踏み出す自治体が全国で広がってい

る。その状況のもと、高市新首相は来年４月に実施へ

と表明し、それを受けて全国市長会が、11月13日「学

校給食無償化を全額国費で実施するよう求める緊急

意見書」を提出したと報じられている。子育て世帯に

とって大きな期待と願いを抱くことであるが、この緊

急要請について市長の所見を伺う。 

②文科省は「学校給食無償化実施の取り組み実態調査」

の結果を公表しているが、実施自治体数や無償化の実

施理由を伺う。また、新潟県内の実施状況についても

伺う。 

 

  ２．地域経済

の現況と

事業者支

援につい

て 

 

(1)地域経済

の現況と

事業者支

援につい

て 

①新潟県による県内事業者調査などでは、トランプ関税

の影響について、短期的には影響無しとする企業が多

い一方、中長期的にはマイナスの影響を懸念する企業

が４割で、原材料コストの上昇などを問題視している

と公表しているが、市内事業者の現況はどう捉えてい

るのか伺う。 

②政府はこれから地方経済の活性化対策を打ち出すも

のと思うが、今後国の交付金を活用した施策など検討

はされているのか伺う。 

③Ｒ６年度まで実施していた「住宅リフォーム助成事

業」は、小額の工事の請負で年間300件以上の実績を

上げていた。小規模事業者仕事起こし支援に効果絶大

であり実施を求めるが、認識を伺う。 
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発言 

の 

順序 

発 言 

す る 

議 員 

質問項目 

(大項目) 

質問要旨 

(中項目) 

具 体 的 な 内 容 

( 小 項 目 ) 

18 岡山 

秀義 

(一問一

答方式) 

１．小中学校

の適正配

置につい

て 

(1)本市にお

ける小中

学校の適

正配置に

ついて 

全国的にも今後、少子化がさらに進むことが予想され

る中、子どもが「生きる力」を培うことができる学校

教育を将来にわたり保障する観点から、学校の適正配

置について検討することが必要である。適正配置につ

いて検討するにあたっては、施設の老朽化や、交通環

境の整備、地域により人口動態が大きく異なることな

ど、学校を取り巻く社会状況が変わってきていること

も踏まえることが重要である。また、保護者や地域住

民への丁寧な説明をしながら中長期的に計画してい

かなければいけない。 

①本市における小中学校の適正配置の基本的な考え方

を伺う。 

②文部科学省のガイドラインや他自治体の事例を踏ま

え、どのような視点で検討を進めているのか伺う。 

③本市の児童生徒数の今後５年の見通しはどうなって

いるのか伺う。 

④適正配置により通学距離が延びる場合、通学バスなど

運行事業所も含め、交通手段はどのように確保するの

か伺う。 

⑤統合による夏季の熱中症対策や冬季豪雪時の安全対

策をどう進めるのか伺う。 

⑥保護者や住民説明会はどのタイミングで、どのように

行うのか伺う。 

⑦統合後の旧校舎・旧敷地の利活用方針はどのように検

討しているのか伺う。地域振興・防災拠点・子育て施

設などへの活用の可能性、民間活用・地域団体との協

働は検討しているのか伺う。 

 

２．心を育て

る教育に

ついて 

(1)長善館の

心につい

て 

大河津分水通水100周年記念事業に終え、市民や県内

外の多くの方々に、長善館の門下生たちの学び、先人

の思いや心が周知された。最近では携帯アプリケーシ

ョン「駅メモ！」と燕市のコラボにより、長善館へ土

日だけでも数百名の来場者があり、全国的にも「長善

館」を広められた。鈴木前市長は長善館の心をあらゆ

る分野で大切にされてきた。良寛さんの慈悲の心を受

け継ぐ長善館の教え。今こそ市民や子どもたちに伝え

るべきである。 

①物があふれ生活は豊かになったが、人を思いやる心は

貧しくなったと言われる今般、子どもたちの心を育て

るためにも長善館の心、「自分の良いところを伸ばす」

「困っている人を救うために学ぶ」「学んだら実行す

ることが重要」という学是を市長はどのようにお考え

か、今後、長善館の心をどのように伝えていくか伺う。 

 

 


